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（参考）ローカルフレキシビリティ市場の取組事例

出所： Tim Schittekatte「Introduction to Flexibility Markets」、
電力中央研究所「イギリス・ドイツのローカルフレキシビリティ市場の動向と課題」等に基づき日本総研作成

実施国・地域 イギリス ドイツ オランダ 北欧

期間  2019年～  2019年～  2019年～  2018年～

プロジェクト Piclo flex ローカルフレキシビリティ市場 GOPACS NODES

フレキシビリティ
の利用目的

 系統増強回避
 計画停止対策
 計画外停止対策(事故前)
 計画外停止対策(事故後)

 再給電指令の代替としての混
雑解消

 再給電指令の代替としての混
雑解消

 系統増強回避
 再給電指令の代替としての混

雑解消

取引概要

 DNOが、実運用の数か月前に、
フレキシビリティについて、必要
個所と用途、買取価格を開示し、
フレキシビリティ提供者等※1か
ら購入する。

 TSOやDSOが、当日市場と同
時間帯に運営されるローカルフ
レキシビリティ市場において、フ
レキシビリティ提供者等※2から
フレキシビリティを購入する。

 フレキシビリティ提供者等※2が、
通常の商品情報に場所情報を
付加した商品について、売り/
買い入札を行う。

 TSOやDSOは、入札の差額を、
フレキシビリティ提供者等※2に
支払うことで、フレキシビリティ
取引を成立させる。

 TSOやDSOが、必要な個所、供
給力のパターン、時間等を自由
に設定したフレキシビリティを、
フレキシビリティ提供者等※2か
ら購入する。

LF市場と既存の
エネルギー市場

との関係
 独立した新市場  独立した新市場※3  当日市場と統合した市場

 エネルギー市場・需給調整市
場と統合した市場

メリット

 フレキシビリティは、固定価格
で、運用の数か月前に調達で
き、最長約1年の運用期間設
定が可能。

 一定の長期安定性を有するフ
レキシビリティは、配電設備の
増強回避や緊急時の予備に
も活用可能。

 ローカルフレキシビリティ市場
と当日市場は、同時間帯に開
場されるため、一方の市場で
生じたインバランスを、他方の
市場で反対売買し、低減可能。

 通常の売りと買いの入札に、
フレキシビリティにかかるタグ
情報を付与することで、既存
の当日市場においてフレキシ
ビリティを利用可能。

 既存のエネルギー市場・需給
調整市場を活用し、TSOや
DSOが、個別に商品内容を決
定でき、自由度の高い取引が
可能。

• 欧州のローカルフレキシビリティ市場は、導入初期段階にある。イギリス・ドイツでは、独立した新市場を、オランダ・北欧で
は、既存市場と統合した市場を設計し、系統の混雑解消や増強回避等を目的としてフレキシビリティを取引中。

独立した新市場 既存の市場と統合

※1 フレキシビリティ資源の保有者を含めた小売事業者
※2 フレキシビリティ資源の保有者を含めた発電・小売事業者
※3 ただし、スポット市場における当日市場と、同時間帯に運営される
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